
は
じ
め
に
、
一
グ
ル
ー
プ
七
～
九
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

司
会
・
発
表
者
を
決
め
、
自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、
①
今
回
の
話
題
提

供
者
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
、
②
各
大
学
に
お
け
る
学
生
の
現
状
、
最

近
の
傾
向
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
③
具
体
的
な
支
援
と
し
て
工
夫
し
て

い
る
こ
と
、
や
ろ
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
の
三
つ
の
観
点
で
、
大
学
等

に
お
け
る
学
習
支
援
体
制
の
現
場
の
状
況
や
問
題
点
な
ど
の
情
報
交
換

が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
体
と
し
て
の
情
報
共
有
を
目
的
に
、
ま
と
め
あ
げ
た
内

容
の
発
表
や
話
題
提
供
者
と
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
鶴
田
和
美
専
門
委
員
会
委
員
（
名
古
屋
大
学
・
学
生
相
談

総
合
セ
ン
タ
ー
教
授
）
か
ら
、
リ
ア
ル
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
、

話
題
提
供
及
び
情
報
交
換
会
を
踏
ま
え
た
ま
と
め
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

話
題
提
供
者
へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

東
海
支
部
で
は
、
今
後
も
、
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と

連
携
協
力
し
、
大
学
等
の
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
支
援
し
、
大
学
等

の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
的
確
に
把
握
し
て
、
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
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情報交換会の様子

機 構 だ よ り 機 構 だ よ り

�「平
成

20年
度

学
生
支
援
に
関
わ
る

相
談
担
当
者
の
研
修
会
」
を
開
催

本
機
構
東
海
支
部
で
は
、
「
学
生
の
悩
み
相
談
事
業
」
と
し
て
、
標

記
研
修
会
を
平
成
二
一
年
一
月
二
八
日
（
水
）
に
日
本
福
祉
大
学
（
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
）
[名
古
屋
市
中
区
千
代
田
]
に
て
開
催
し
、
七
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
連
携
・
協

力
し
、
東
海
地
区
の
大
学
等
で
学
生
支
援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

学
生
相
談
の
実
務
担
当
者
が
情
報
を
交
換
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
で

相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
で
あ
る
本
機
構
東
海
支
部
中
村
直
規
支
部
長

及
び
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
杉
山
寛
行
運
営
委
員
会
委

員
長
（
名
古
屋
大
学
理
事
・
副
総
長
）
か
ら
、
挨
拶
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。次
に
、
桐
山
雅
子
学
生
相
談
専
門
委
員
会
委
員
長
（
中
部
大
学
・
学

生
相
談
室
教
授
）
か
ら
企
画
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
こ
の
研
修
会
は
、

そ
の
時
の
旬
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
今
回
は
、「
学
習
支
援
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
こ
と
、
大
学
全
入
時
代
に
よ
る
学
力
低
下
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
昨
今
の
現
実
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
色
々
な
立
場
か
ら

情
報
を
聞
き
、
日
頃
の
思
い
を
多
く
語
り
合
う
機
会
と
し
て
企
画
し
た

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
り
、

単
位
が

取
れ
な
い
学
生
の
支
援
」
と
し
て
、
「
話
題
提
供
」
と
「
情
報

交
換
会
」
の
二
部
構
成
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

話
題
提
供
に
お
い
て
は
、
教
員
の
立
場
か
ら
、「『
学
業
不
振
者
』
を

支
援
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
岡
崇
氏
（
椙
山
女
学
園
大
学
・

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
）
か
ら
「
学
業
不
振
者
」
と

の
関
わ
り
方
及
び
大
学
の
教
職
員
の
現
状
等
に
つ
い
て
、
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
、

職
員
の

立
場
か
ら
、
「
工
業
大
学
の
学
習
相
談
か
ら
み
た
学

生
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
森
や
よ
い
氏
（
名
古
屋
工
業
大
学
・
学
務
課

主
幹
）
か
ら
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
、
名
古
屋
工
業
大
学
に
お
け

る
学
習
相
談
シ
ス
テ
ム
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
功
例
等
に
つ

い
て
、
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
学
生
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
立
場
か
ら
「
学
生
相
談
カ

ウ
ン
セ

ラ
ー
か
ら

見
た
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー

マ
に
、
今

井
智
子

氏

（
愛

知
大
学
・
学
生
相
談
室

カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）
か
ら

単
位
が

取
れ
な

い
学
生
へ
の
支
援
や
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
学
生
の
事
例
等
に
つ

い
て
、
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
は
、
若
山
隆
専
門
委
員
会
委
員
（
日
本
福
祉
大
学
・
学

生
相
談
室

カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）
、
加

藤
容
子
専
門
委
員
会
委
員
（

椙
山

女
学
園
大
学
・
人
間
関
係
学
部

講
師
）
の
司
会
で
、
進
行
さ
れ
ま
し

た
。
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